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理科の授業において、探究の過程を大切にすることが子どもの科学的に探究する力を高めるため
に有効に働くことになると考え、単元を通して単位時間における授業の工夫を行い、子どもの科学
的に探究する力を高める活動の状況を調査した。本研究では、「他教科との関連性を踏まえた小学
校・中学校・高等学校の学習内容の系統性」「子どもの実態を踏まえ、単位時間の役割とつながり
を大切にした単元指導計画」「単位時間の指導における工夫」の 3 視点から、中学校理科の生物単
元の授業を通して実践研究に取り組んだ。その中で特に、単位時間の指導における工夫については、
子どもの実態を調査し、アンケートや子どもの意識・意見等から分析を行った。その結果、探究の
過程を大切にすることは科学的な手続きを大切にすることにもつながることから、子どもが自分の
問題解決に自信がもてるようになり、結果として探究する過程に対する意識調査の項目に向上がみ
られることが分かった。
以上から、事実を基に、探究の過程を大切にした指導は、科学的に探究する資質・能力を高める
ために有効に機能することが明らかとなった。
キーワード：探究の過程 科学的に探究する力 中学校理科 小・中学校・高等学校の学習
内容の系統 単元指導計画 単位時間の指導の工夫 学習集団の育成
1 研究目的
中学校理科第 2 分野「動物の生活と生物の変遷」
の単元では、「生物の体は細胞からできていること
を観察を通して理解させる。また、動物などについ
ての観察、実験を通して、動物の体のつくりと働き
を理解させ、動物の生活と種類についての認識を深
めるとともに、生物の変遷について理解させる。」
ことが目標である。
この単元では、生物の観察、実験を通して、細胞
レベルで見た生物の共通点と相違点に気付かせると
ともに、動物の体のつくりと働き、その体のつくり
などの特徴に基づいて分類できることなどを理解さ
せ、動物についての総合的な見方・考え方を養わせ
る。また、いろいろな動物を比較して共通点、相違
点について分析して解釈し、「地層の重なりと過去
の様子」で学習したことと関連させながら考えさせ
ることを通して、生物が進化してきたことを理解さ
せ、生物を時間的なつながりでとらえる見方・考え
方を身に付けさせること(文部科学省中学校学習指
導要領解説理科編平成20年 7 月）をねらいとしてい
る。また、ここで扱う観察や実験では、得られた情
報を処理させ、結果を分析して解釈させたり、レポー
トの作成や発表を行わせたりすることにより、思考
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１）教育学部子ども教育学科 2）岐阜市教育委員会学校指導課
力、表現力などを育成する。さらに、植物と動物の
生活や種類で学習した生物の多様性は、進化によっ
てもたらされたものであることを知ることを通し
て、生物についての総合的な理解を深めさせるとと
もに、生命を尊重する態度を育てることが大切であ
る。（文部科学省中学校学習指導要領解説理科編平
成20年 7 月）
中学校理科においては、様々な見方・考え方を働
かせて、科学的に探究する力が求められる。
本稿では、事実を基に、探究の過程を大切にした
学びを促進し、科学的に探究する資質・能力を高め
る授業について提案し、そのまとめと課題を整理する。
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【高等学校】
単元の系統図
【第３学年】「こん虫を育てよう」
昆虫は，成長と共に体のつくりが変
化したり，季節によって活動が変化
したりする。
＜茎・根のつくりと働き＞
根は水を吸収する。茎，根に
は維管束があり，道管は水を，
師管は光合成で生じた有機物
をほかの部位に運ぶ。
【中学校】
【小学校】
＜生物基礎＞ ＜生物＞
＜生命現象と物質＞
・細胞と分子
・代謝
・遺伝情報の発現
＜生物の体内環境の維持＞
・体内環境の維持の仕組み
・体内環境
・免疫
葉に光が当
たるとでん
ぷんができ
る。
植物の体には，水
の通り道があり，
根から吸い上げ
られた水が，蒸散
により葉から出
ていく。
【第６学年】「植物のからだのはたらき」
＜生物と細胞＞
生物は細胞からでき
ている。細胞は様々な
形だが，どれも，核や
細胞質がある。動物と
植物の細胞とでつく
りが異なる。生物の体
は，細胞が集まって組
織を，組織が集まって
器官を構成している。
【第３学年】「生命の連続性」
＜生物の成長と殖え方＞
細胞は分裂によって殖える。生物の殖え方
には有性生殖と無性生殖があり，無性生殖
では子は親と同じ染色体をもつ。有性生殖
では，減数分裂のため，両親から染色体を
受け継ぐ。
【第２学年】「動物の体のつくりと働き」
【第１学年】「植物の体のつくりと働き」
植物は，成長と共に体のつくりが変
化したり，季節によって活動が変化
したりする。
【第４学年】「動物のからだのつくりと運動」 ヒトの体には，骨と筋肉があり，その働
きによって体を動かすことができる。
【第３学年】「植物を育てよう」
体内に酸素が取り入
れられ，体外に二酸化
炭素などが出されて
いる。
【第６学年】「動物のからだのはたらき」
体内には，生命活
動を維持するた
めの様々な臓器
がある。
血液は，心臓の働き
で体内を巡り，養分，
酸素及び二酸化炭素
などを運んでいる。
食べ物は，口，胃，腸な
どを通る間に消化，吸収
され，吸収されなかった
物は排出される。
＜花のつくりと働き＞
花は決まったつくりをもち，
花粉が柱頭に付いて果実が
でき，胚珠が種子になる。花
は種子をつくる生殖器官で
ある。
＜葉のつくりと働き＞
葉は，葉緑体で光合成を
行い，光エネルギーを利
用して，二酸化炭素と水
から有機物と養分を生
じている。
＜葉の働き＞ 葉の蒸散により吸水が起こる。
＜動物の仲間＞
脊椎動物はいろ
いろな観点で分
類できる。生活
場所によって，
つくりなども異
なる。自然界に
は，様々な動物
が共存してい
る。
＜動物の体のつくりと働き＞
消化，吸収，血液循
環，排出にかかわる
器官や，運動・感覚
器官などが働くこ
とによって，動物の
生命活動を維持し
ている。
＜生物の変遷と進化＞
脊椎動物には，段階
的に共通性が見られ
る。現存する生物は，
過去の生物が変化し
て生じている。起源
の同じ器官が見られ
ることが進化の証拠
である。
＜遺伝の規則性と遺伝子＞
形質は子や孫に伝わる。その伝わり方
には規則性がある。生物は親から遺伝
子を受け継ぎ，遺伝子は世代を超えて
伝えられる。遺伝子の本体は DNA と
いう物質である。
【他教科との関連】
《生活科》【第１学年】
「いきものとなかよし
身近な生き物の生息環境
や，変化や成長，生き物は
生命をもっていることな
どに気付き，すみかや世
話の仕方などを考え，生
き物への親しみをもつ。
《生活科》【第２学年】
「生きものなかよし大作戦」
生き物の育つ場所，変化
や成長の様子が分かり，
生命をもっていることな
どに気付くとともに，生
き物への親しみをもつ。
《家庭科》【第５学年】
「食べて元気に」
食品に含まれる五大栄
養素と体内での主な働
きについて知る。
《家庭科》【第６学年】
「くふうしようおいしい食事」
献立の考え方を参考に
栄養のバランスやいろ
どり，味つけを考えて立
てるようにする。
《技術・家庭科》【第１学年】
「食生活と栄養」
栄養素の体内での主
な３つの働きと五大
栄養素を関連させて
まとめる。
「サルビアの栽培」
生物の育成に適する
条件，育成環境を管理
する方法についての
知識を身に付ける。
《技術・家庭科》【第２学年】
「調理と食文化」
栄養素の体内での主な３
つの働きとの系統性を考
え，食品群を分類する。
《保健体育科》【第１学年】
「心身の発達と心の健康」
身体には，多くの器官が
発達し，それに伴い，さ
まざまな機能が発達す
る時期がある。
《保健体育科》【第２学年】
「健康と環境」
身体には，環境に対して
ある程度まで適応能力
があり，適応能力を超え
た環境は，健康に影響を
及ぼす。
図 1 単元の系統図
2 授業実践研究
（ 1）他教科との関連性を踏まえた小学校・中学校・
高等学校の学習内容の系統性
本単元の学習内容の系統を明らかにするために、
生物領域について小・中・高等学校の学びを分析し、
本単元にかかわる学習内容の系統性を明らかにした
単元の「系統図」を作成し、他教科との関連を考え
た（図 1）。
動物の体のつくりや働きについては、小学校では
第 3学年の単元「昆虫と植物」、第 4学年の単元「人
の体のつくりと運動」、第 6 学年の単元「人の体の
つくりと働き」について学習している。それぞれ、
小学校第 3学年では昆虫の体のつくりを通して動物
の体の共通性を、第 4学年では運動についての体の
つくりと働きとを関係付けてとらえることを、第 6
学年では消化等について体のつくりと働きとを関係
付けてとらえることができるようになっている。ま
た、中学校では、第 1学年の単元「植物の体のつく
りと働き」において、植物の体のつくりの多様性や
共通性に気付くとともに、それらを環境とかかわら
せながらとらえている。よって、本単元では、動物
の体のつくりと働きを関係付け、動物の体のつくり
の多様性と共通性から、生物を時間的なつながりで
とらえることができるようにすることが大切である
ことが明らかになった。中学校第 3学年の単元「生
命の連続性」では、機能と構造の共通性の中から生
命を維持する働きや生命の連続性をとらえたり、機
能と構造の多様性の中から環境とつなげてとらえた
りすることができるようになると考える。
この単元では、生物の観察、実験を通して、生物
の共通点と相違点に気付かせるとともに、動物の体
のつくりと働きや、動物の体のつくりなどの特徴に
基づいて分類できることを理解させ、動物について
の総合的な見方・考え方を養うことが大切である。
また、いろいろな動物を比較して共通点、相違点に
ついて分析して解釈し、生物が進化してきたことを
理解させ、生物を時間的なつながりでとらえる「見
方・考え方」とともに、生命を尊重する態度を身に
付けさせていきたい。これらのことから、本単元の
位置付けを明確にし、単元でつけたい力と単元のね
らいを次のようにとらえた（図 2）。
…本単元でつけたい力…
動物の体のつくりとはたらきを関係付け，共
通性と多様性の視点でとらえる力。
…本単元のねらい…
身近な動物についての観察，実験を行い，植
物の体のつくりとはたらきを理解し，動物の種
類やその生活についての認識を深めるととも
に，生物の変遷について理解することができる。
図 2 単元でつけたい力と単元のねらい
（ 2）子どもの実態を踏まえ、単位時間の役割とつ
ながりを大切にした単元指導計画
①子どもの実態
この単元は、系統図でも明らかになっているよう
に、小学校の第 3、4、6学年の動物のからだのつく
りや働きとかかわりが深い。よって、本単元の既習
事項にかかわる事前調査を行った（図 3）。
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図 3 本単元にかかわる事前調査結果
この結果から、感覚器官については、その働きを
ほとんどの子どもが理解していた。一方で、そのつ
くりについての理解は低いことが明らかになった。
それは、感覚器官は日常的に意識して使う機会が多
いのに対して、小学校では具体的な観察をほぼ行わ
ないためであると考える。また、臓器については、
小学校第 6学年で学習するため、小腸や肺、心臓に
ついてはある程度の理解が見られるが、腎臓につい
ては理解が低かった。この要因として、小腸や肺、
心臓については実験を行うことで実感を伴った理解
をしていることが考えられる。また、記述の内容か
らは、一つ一つの器官に対する理解度が高いが、そ
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れぞれの器官を関連付けた記述は少ないことがわ
かった。このことから、それぞれの器官がかかわり
合いながら総合的に働くことで生きることに役立っ
ているという認識は低いと考えられる。
このような実態から、実物を観察したり、モデル
実験を通して、実感を伴った理解ができるようにす
ること、また、器官のつくりを細胞レベルでとらえ
たり、働きを物質交換の視点から考えたりすること
で、それぞれの器官同士を関連付け、総合的にとら
えられることができるようにする必要があることが
明らかになった。
②「単元を貫く課題」の設定
子どもが単元でつけたい力を身に付けるために
は、単元を通して子どもの問題意識が連続し、単位
時間における主体的な学びや学ぶ必然を生み出すこ
とが大切である。そのために、「単元を貫く課題」
を設定し、単位時間のつながりを子どもたち自身が
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図 4 単元の構造的なとらえ
技…適切な条件制御
「セキツイ動物」
・セキツイ動物は，体のつくりと働きなどか
ら，魚類，両生類，ハチュウ類，鳥類，ホ
ニュウ類に分類できる。
｢呼吸｣
・空気中の酸素は，肺か
ら血液中に取り込まれ
る。（肺呼吸）
・酸素は血液によって細
胞に届けられ，養分か
らエネルギーを取り出
すときに使われる。（細
胞による呼吸）
「消化と吸収」
・食物は，歯などで
細かくされる。
・消化酵素の働きで
消化される。
・消化された物質
は，小腸のかべか
ら吸収される。
「身近な植物の観察」
技…ルーペ，双眼実態顕微鏡，
スケッチ
「水中にすむ身近な微生物の観察」
技…プレパラートのつくり方，
顕微鏡
＜基礎的・基本的な技能＞
生命を維持する働き 刺激と反応
｢単細胞生物と多細胞生物｣
・単細胞生物は，１個の細胞で生命活動を行っている。
・多細胞生物は，細胞が集合して階層的なしくみをつ
くり，複雑な生命活動を行っている。
「血液の循環」
・血液循環には，肺循環と体循環がある。
・血液は，心臓→動脈→毛細血管→静脈→心臓
という経路で循環している。
「排出」
・肝臓でアンモニアから変えられた尿素な
どの不要な物質が腎臓で血液から取り除
かれ，尿となる。
「感覚器官」
・目，鼻，耳，舌，皮膚などの各
器官の特定の細胞が刺激を受
けると，感覚神経を伝わって脳
に電気的な信号が送られる。
「神経」
・感覚器官から神経へと伝えられた
信号には，脳を通るものと通らな
いものがある。
・脳を通らないものは，無意識に起
こる反応（反射）を引き起こす。
「骨と筋肉」
・筋肉は関節をはさんで複数の骨に
ついている。
・互いに向き合うようについた筋肉
が交互にはたらくことにより，腕
や足を動かしている。
｢植物と動物の細胞のつくり｣
・共通したつくりの観察（核，細胞膜）
・異なるつくりの観察（細胞壁，葉緑
体，液胞）
生物と細胞
動物の体のつくりと働き
動物の体のつくりの多様性と共通性，生命の歴史
「無セキツイ動物」
・節足動物の体の節や，軟体動物の外とう膜
のように，それぞれのグループを特徴づけ
るような体のつくりがある。
小学校の既習事項
・昆虫や植物の成長のきまりや体のつくり，昆虫と植物とのかかわり
・動物の体のつくりと運動
・植物の発芽，成長，結実，動物の誕生
・人の体のつくりと働き（呼吸，消化・吸収，循環，主な臓器の存在），植物の養分と水の通り道
動物の分類
「セキツイ動物の出現と進化」
・セキツイ動物は，魚類から，長い年月の間に段階的
に変化し，陸上生活をする４つのグループが両生類，
ハチュウ類，鳥類，ホニュウ類に分類できる。
「進化の証拠」
・２つのグループの特徴をもつ生
物，化石の存在。
・相同器官や痕跡的に残っている
器官などをもつ生物の存在。
動物の分類
自覚しながら、単元を通して学習を進めることがで
きるようにした。第 1学年の単元「植物の体のつく
りと働き」では、「植物は、生きるための働きに応
じて、体のつくりに共通性をもっている。また、生
きている環境に応じて体のつくりを変え、多様性も
もっている。」という学びをしてきている。これを、
想起させるとともに、動物と対比させることで、「動
物は、生きるためにどのような体のつくりや働きを
もっているのだろうか。」という疑問を抱かせた。
先述の「一つ一つの器官のつくりや働きを知ってい
ても、それらを生きるためのしくみとして関連付け
ることに課題がある。」という子どもの実態からも、
この疑問を単元を通して追究し続けることが、それ
ぞれの器官の働きを総合的にとらえるために効果的
であると考えた。よって、「単元を貫く課題」を「動
物は、生きるためにどのような体のつくりや働きを
もっているのだろうか。」と設定した。
③単元の構造的なとらえと単元の構造化
前述の単元の系統図と子どもの実態を基にして、
単元を構造的にとらえた。本単元の学習では、単元
の前半において、植物と動物の細胞のつくりの特徴
および単細胞生物と多細胞生物の違いから多細胞生
物の階層的なしくみがあることを見いだす時間を位
置付けた。そのうえで、小学校第 6学年で学習した
消化・吸収などのヒトの複雑な生命活動について、
細胞レベルでとらえたり、物質の交換に着目させた
りしながら、動物の体のつくりと働きとを関連付け
てとらえる時間を位置付けることによって学習内容
を深めていく時間を位置付けた。さらに、単元の後
半では、体のつくりの共通点に着目して、セキツイ
動物がいくつかの仲間に分類できることや、現存の
生物が過去の生物から変化して生じてきたことを見
いだす時間を位置付けた。
これらの各段階での学習内容を基に、動物の各器
官の働きについて総合的にとらえ、動物の体のつく
りと働きを「生きる」という視点でとらえられるよ
うにするとともに、今の私たちが存在するのも進化
によるものであり、そこに生命の歴史の長さを認識
させ、生命を尊重する態度を育めるよう単元の構造
化を図った（図 4）。
（ 3）単位時間の指導における工夫
①単位時間の役割を踏まえた本時のねらいの明確化
第 4 時の実践を中心に考察する。第 4 時までに、
動物も植物と同じように細胞からできており、多細
胞生物であるヒトは、形や大きさ、働きの異なる細
胞の間に、さまざまな役割分担が見られることで、
より複雑な生命活動が行われていることを学習して
いる。また、本時以降は、呼吸系や循環系について
学習し、それらを物質交換の視点で総合的にとらえ
ていく。つまり、第 4時は、動物の各器官の働きを
関係付け、生きていくために各器官が総合的にかか
わり合っているという見方・考え方を鍛える段階で、
唾液の働きに着目した単位時間となる。
そこで、第 4 時では、「ごはんを噛んでいるうち
に甘く感じた。」という子どもの生活体験の事実か
ら、問題意識をもたせ、実験、観察を通して小学校
で学習した唾液による働きを生かしながら、咀嚼す
ることで食べ物が細かく砕かれたり、唾液がさらに
分泌されたりして、よりよく消化されていることを
見いだしていくことが求められる。よって、本時の
ねらいを「白米を噛むと甘く感じたことに疑問をも
ち、白米の粒の大きさや唾液の働きに着目したモデ
ル実験を行い、唾液によって白米の主成分であるデ
ンプンが糖に変化することを見いだすことができ
る。」とした。
②子どもの見方・考え方をつかみ、主体的な学びを
生み出す事象提示と課題設定
単位時間において、主体的な学びを生み出すため
に、子ども一人一人がどのような見方・考え方をし
ているのかを教師がとらえることを大切にした。子
どもがどのように見方・考え方を発揮するのかを見
通すことで、その予測した見方・考え方に応じた手
立てを準備し、子どもの主体的な学びを生み出せる
ようにした。
第 4時では、小学校第 6学年において、食べ物に
含まれるデンプンは、唾液によって別の物質に変化
することを学習していることが足場の一つとなると
考えた。また、生活経験や自分の感覚を足場とする
子どももいる。そこで、実際に白米を食べ、噛み続
けるとその味が甘く変化することを事象提示とし
て、すべての子どもに体験させた。そして、噛み続
けているとだんだん甘くなり、味が変化する事実を
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位置付けることで、「噛むことで、白米の粒の形や
大きさが変化して味が甘く変化したのではないか。」
と考える子どもや、噛んでいると唾液が出てきたこ
とや小学校の既習事項より、「噛んでいると唾液が
たくさん出てきた。甘くなったのは唾液の働きでは
ないか。」と考える子どもの発言から、これらの子
どもの疑問を基に課題化を図ることができた。
③個に応じたきめ細かな指導
子ども一人一人がどのような見方・考え方をして
いるのかをとらえる手立ての一つとして、机列表を
利用した。授業において「机列表」を用いて子ども
の発言内容等を記録し、実態の把握に努めた。机列
表の中から分析をした例を次に示す（ 6名の発言を
通して分析した一部）。
机列表からは、Ｂ女は、小学校第 6学年の学習内
容を十分に理解しており、前単元「化学変化と原子・
分子」でも、物質の化学変化について高い興味をもっ
ている実態が見られた。このことより、Ｂ女は、甘
味を感じる要因は唾液にあるという既習事項を基に
した考え方をすると予測された。一方、Ｄ男は、こ
れまでの生活経験やそのときの感覚を基に自分の考
えをもつことが多いといった実態が見られた。そこ
でＤ男は、甘味を感じる要因は噛むことで白米が細
かくなるという生活経験を基にした考えをもつと予
測された。
Ｂ女については、既習事項や知識に偏った考え方
で収束してしまうことのないよう、同じ班でＤ男と
同様の考えをもったＧ女と意図的にかかわらせ、見
方・考え方を深め合う手立てを講じた。Ｄ男につい
ては、自分の経験や感覚を大切にさせながら、実験
から得た確かな事実を基に考察を進めていくよう助
言し、見届けた（図 5）。
また、事実を基に考察をすることに難しさを感じ
ていたＤ男に、確かな考察をもつことのできていた
同じ班のＨ男がかかわり、理解を深めていた。
このように、子ども一人一人の見方・考え方を把
握し、その一人一人に応じて同じ班の仲間と意図的
にかかわりをもたせたり、教師が直接手立てを講じ
たりすることでより深い学びを生み出し、本時のね
らいに到達できるように展開した。
④子どもの見方・考え方を大切にした「学び合い」
の組織
仲間と学び合う過程を経て、自らの見方・考え方
を深めたり、科学的な見方・考え方へと変容させた
りすることができ、この過程を大切にすることが、単
位時間のねらいに迫るためにも有効であると考えた。
そこで、単位時間の指導過程を「考えを構築する」
「考えを表出する」「考えを再構築する」「自己の変
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図 6 学び合いの組織図 5 子どもの実態（一部）
B女
【既習事項を基にした
考え】
D男
【生活経験を基にした
考え】
・唾液の働きによってデ
ンプンが別の物質にな
る（事前調査より既習
事項に高い理解）。
・化学変化への理解◎。
物質の変化に興味を
もっている。
・生活経験や感覚を基に考
えをもつ傾向。
・噛むことで白米が細かく
なることに着目するので
はないか。
・事実をもとに考察する△
容を実感する」の過程でとらえ、子どもの見方・考
え方を大切にした「学び合い」を組織した（図 6）。
ア 考えを構築する
授業の導入では、実際に白米を食べ、噛み続ける
とその味が甘く変化することに多くの子どもたちが
疑問を抱いた。そこで、その疑問を基に課題化を図
ることとした。
そして、咀嚼による物理的な「白米の形や大きさ
の変化」に着目した考えや、小学校の既習事項を基
に、唾液による化学的な「白米に含まれるデンプン
の物質の変化」に着目した考えを位置付けた。そし
て、それぞれの「見方・考え方」で問題解決に迫っ
ていこうとする子どもたちが、目的意識をもった実
験を行い、その事実を基にした意見交流を行った。
イ 考えを表出する
それぞれの実験から得た事実から、白米の形や大
きさの変化に着目したＡ男の「白米の粒そのままと
乳鉢ですり潰したものでは、ヨウ素液やベネジクト
液による色の違いはほとんどなかった。でも粒を細
かくした方が、ヨウ素液でたくさんの部分が染まっ
たので、噛むことはやっぱり意味はありそうだ。」
という考えや、白米の化学的な物質の変化に着目し
たＢ女の「白米に唾液を混ぜたものは、糖分が発生
した。唾液の働きで白米に含まれるデンプンが糖分
に変化している。」という考えを位置付けた。
ウ 考えを再構築する
そこで、もともと噛むことによる白米の形や大き
さに着目していたＣ男を指名し、「噛んで白米を細
かくしたほうが、唾液と白米がよく混ざって効率よ
く糖分に変化するのではないか。だから噛むことは
白米が甘くなることと関係している。」という考え
を位置付け、「噛むことのよさは他にもあるのでは
ないか」という疑問を全体に投げかけた。その疑問
に対して、Ｄ男の「白米をずっと噛んでいたら、口
の中が唾液でいっぱいになったし、歯科検診でもた
くさん噛むことで唾液がたくさん出て虫歯予防にな
ると聞いた。噛むことで唾液がたくさん出てよりよ
くデンプンを変化させるのではないか。」という本
時の導入と関連付けた考えを引き出した。
エ 自己の変容を実感する
最後に、「『よく噛んで食べなさい。』とよく聞か
れるのはどうしてですか。」と問い、Ｅ男の「唾液
の働きにより、白米は糖分に変化しているため、甘
く感じる。噛むことで、唾液がたくさん出たり、食
べ物が細かくなって唾液とよく混ざったりする。
『よく噛みなさい。』と言われるのは、科学的にもと
ても意味のあることだとわかった。」という考えを
本時のねらいに到達した考えとして位置付けた。
⑤指導と評価の一体化
それぞれの学習過程において、どの子どもも白米
を噛むと甘く感じたことに疑問をもったり、唾液に
よってデンプンが糖に変化することを見いだしたり
することができるようになったかを見届けること
で、すべての子どもに確実に力が付くように指導し
きることを大切にした。さらに、その子どもの姿を
評価することで、次の指導へとつなげ、新しい指導
を再度評価するという、指導に生かす評価を充実さ
せることを大切にした。
ア 実態を見届ける
一人一人の子どもに授業のねらいを達成させるに
は、単元のつけたい力と一人一人の子どもの見方・
考え方を把握しておくことが大切である。そこで、
前時までの単位時間における姿や振り返り、事前調
査等を基にしてつかんだ実態を机列表に記入してお
き、各単位時間の指導に役立てた。
単元の系統図から、消化・吸収については小学校
で既に学習をしていることがわかった。実際に、そ
れらの既習事項を基にして、業の振り返りを記述す
る子どもが多く見られた。そこで、白米を食べ、噛
み続けるという事象提示を行ったときに、だんだん
と甘味が生じる変化や、それが唾液の働きよるもの
であることに着目する子どもがいると予想された。
一方で、実際に噛み続ける体験をすることで、口内
の白米の大きさの変化や、咀嚼による唾液の分泌に
着目する子どもも想定された。そこで、目的意識を
もちながら、自分の見方・考え方を発揮していく授
業を展開するために、この事象提示は有効であると
考え、本時に位置付けた。
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イ 学習状況を見届ける
Ｄ男は、事前調査から消化についての理解が不十
分であり、特にデンプンが唾液によって別の物質に
変化するという小学校 6年生の内容については記述
が見られなかった。そこで、まず唾液に着目させる
ために事象提示では、噛む運動や白米の変化に加え
て、唾液の分泌を感じることができるよう個別に声
をかけた。結果、Ｄ男は、考察において、事実から
適切に唾液の働きを見いだすとともに、唾液の働き
や唾液の分泌と歯科検診での唾液が虫歯を予防する
話を関連付けた考えをもつことができた。
Ｆ女は、別の単元において、条件制御の認識が低
く、実験が適切に行えないことがあった。授業を通
して、条件制御の大切さや技能を身に付けてほしい
と考え、実験の計画において、適切な唾液と水の量
やデンプン水溶液の量などを丁寧に考える時間をと
り、見届けた。その結果、液の量だけでなく、反応
させる時間の大切にも気付き、正確な実験を行うこ
とができた。（図 7）
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図 7 子どもの学習状況
ウ 定着状況を見届ける
授業の終末では、「『よく噛んで食べなさい。』と
よく聞かれるのはどうしてですか。」と問うことで、
本時見いだした唾液の化学的な働きと咀嚼によるさ
まざまな効果を関連させて、消化を総合的にとらえ
ることができているかを見届けた。また、理科を学
ぶことの有用性を感じ、理科と生活を関連付け、学
んだことを生活に生かそうとする態度が身に付いて
いるかを見届け、本時以降の指導への活用を図った。
（ 4）小・中学校、高等学校の学びを見通し、理科
の本質に根ざした学び方の指導
これまで経験したことのないような新たな問題が
生じたとき、子どもが自ら問題意識をもち、主体的
に解決していく方法を考えたり、実際に問題を解決
したりすることができる力は、理科の授業のみなら
ず、生涯を通じて大切である。つまり、目の前の問
題が変わろうと、予想・仮説を立て、実験で得た事
実から推論・考察をするという汎用性のある論理的
思考を身に付けていることが、理科を学ぶことの重
要な意義の一つである。このことからも、理科の学
び方を明らかにし、教師が意識をして指導をするこ
と、また、子どもが身に付けることが大切である。
まずは、「科学的に探究する能力や態度」を分析
した（図 8）。
ア これまでの学習や日常生活と関連付けて考える姿
イ 事実を比較・対照して考える姿
ウ 根拠をもって予想する姿
エ 条件を統一して実験を行う姿
オ 事実を細かく観察し，何度も繰り返して実験を行う姿
カ いくつかの事実や仲間の「見方や考え方」を関連付けて考える姿
科学的に探究する姿
科学的に探究する能力
・有意義な問題を見つける能力
・問題を明確につかみ仮説を立
　てる能力
・仮説を検証するために問題解
　決に必要な事項を集める能力
・結果を整理し，分析的に解釈
　する能力
・結論の応用を考える能力
科学的に探究する態度
・日常生活を探ろうとする態度
・事実を多面的にとらえようと
　する態度
・客観性を求めようとする態度
・事実を基にして判断しようと
　する態度
・自ら自然にはたらきかけよう
　とする態度
図 8 科学的に探究する姿
さらに、これらの科学的に探究する姿が、単位時
間の学習過程のどの場面で望まれるか、また、その
際の教師の指導の構えや教師自身の評価を指導に生
かせるよう「単位時間における子どもの学び方（一
部抜粋）」として表した（図 9）。
（ 5）科学的に探究する過程に対する意識調査結果
今回は、本単元の実践の前後で、科学的に探究す
る過程に対する意識調査を、 8つの質問事項を位置
付けて行った。次に示す結果は、その内容と実践の
前後の結果である。（表 1）
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5 まとめと課題
これまで本稿では、中学校理科第 2分野における
「動物の生活と生物の変遷」の単元において、子ど
もが事実を基に、対話的な学びを通して、科学的に
探究する力をつけるために、授業を通して実践研究
に取り組んだ。
今回行った意識調査においては、どの項目も「得
意」「どちらかといえば得意」と回答した生徒が増
えた。この結果は、子どもの実態把握を基に指導計
画を作成し、単位時間においても子ども一人一人を
大切にして指導や見届けに取り組んだ成果であると
言える。理科において、探究の過程を大切にするこ
とは、科学的な手続きを大切にすることにもつなが
るため、自分自身の問題解決に自信がもてるように
なる。その結果として、「表現・伝達」の「検証計
画の立案」の項目では、子どもの意識が最も向上し、
13％の増加がみられることにもつながった。
探究の過程を大切にして、科学的に探究する力を高める理科指導
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図 9 単位時間における子どもの学び方（一部抜粋）
指導の構え 子どもの理科の学び方 指導者自身の評価
結
果
の
処
理
考
察
・
推
論
表
現
・
伝
達
◇事実を整理し，自分で考察できるよう
指導する
◇交流を深める意図的指名を大切にする
・一人一人が集めた情報を関係付けた
り，意味付けたりして，特性や決まり
を見出していく
・仲間との関わりの中で，自分の考えや
情報を関わらせながら，見方や考え方
を広げたり深めたりしていく
（実証性，再現性，客観性からみた見
方や考え方）
（始めの自分の考え方みた見方や考え
方）
・内容に迫る方途や交流に集中させる手
だて
＜自分の考えをもち，広げ深める＞
□表現の仕方，思考の仕方を身に付けている
・話し方（伝え方・考え方）の工夫
根拠を明確にして
結論から（Ａ→わけは，Ｂだからです）
比べて（仮説と，事実を，仲間の考えと）
関係付けて（複数の事実から，事実と考えと考えを）
まとめて（まとめて言うと）
実物を示して，図や表，モデル等を用いて
・ノートの記述の仕方
□科学的な思考の仕方を身に付けている
・実証性：自分の見通しと比べて
課題（問題）から考えると
・再現性：何度やっても
・客観性：誰がみても，みんなが言うとおり
□自分の考えと仲間の考えを重ね合わせている
□一人一人の捉えている事実，見方
や考え方を丹念に把握したか
□内面をとらえる声かけをしたか
□個に応じて，思考のポイントを
絞って指導したか
□表現の仕方について，具体的手立
てをもって指導したか
□歩みに応じて価値付け，方向付け
をしたか
□自信をもたせたか
□話し合いを意図的に構成・組織し
たか
□見方や考え方の高まりを構造的に
板書した
ま
と
め
・
振
り
返
り
◇課題に対するまとめを大切にする
・見出したきまりを使って導入事象を説
明したり，日常とつないで一般化した
りする
・見方や考え方を強化
・一般化する事物・現象の提示を！
・学習の充実感，達成感が味わえる自己
評価，相互評価活動を進める
＜自分の考えをまとめる＞
□身に付けた科学的な見方や考え方を言葉で端
的に表現している
＜日常生活との関連で考える＞
□身に付けた科学的な見方や考え方を適用して
いる
＜自己評価する＞
□内容に対する実感を伴った理解と科学的な見
方や考え方の変容の自覚できている
□自分の成長を実感している
□まとめの時間と場を位置付けたか
□どの子も書くことができる手立て
があったか
□適用して説明する場を位置付けた
か
□どの子も評価したか
□自己評価の場を位置付けたか
□具体的な姿を捉えて評価したか
番
号 調査項目
回 答
事前 事後
「得意」
「どちらか
といえば
得意」
「得意」
「どちらか
といえば
得意」
1 自然に対する気付き 8 7 ％ 9 0 ％
2 課題の設定 8 5 ％ 8 8 ％
3 仮説の設定 8 3 ％ 8 8 ％
4 検証計画の立案 7 5 ％ 8 5 ％
5 観察・実験の実施 9 3 ％ 9 3 ％
6 結果の処理 8 8 ％ 9 0 ％
7 考察・推論 7 8 ％ 8 5 ％
8 表現・伝達 7 8 ％ 9 0 ％
表 1 意識調査結果
以上から、探究の過程を大切にすることで、科学
的に探究する資質・能力を高めることになることが
明らかにできた。
それらに加え、探究の過程を大切にする取り組み
を通して、次の知見が得られた。
・子どもの見方・考え方をつかみ、主体的な学びを
生み出す事象提示と課題設定は、子どもの予測し
た見方・考え方に応じた手立ての準備につながり、
子どもの主体的な学びを生み出すことに有効で
ある。
・仮説や考察・推論の場における、「考えを構築する」
「考えを表出する」「考えを再構築する」「事故の
変容を実感する」といった、仲間と学び合う過程
は、子ども自らの見方・考え方を深めたり、科学
的な見方・考え方へと変容させたりするために有
効である。
・単位時間におけるそれぞれの学習過程において、
子ども一人一人を見届け、姿を評価することは、
指導に生かす評価を充実させるために有効である。
本研究からは、子どもの科学的に探究する資質・
能力を高めるためには、探究する過程を大切にする
ことが、有効であることが明らかになった。このこ
とからも、子どもの科学的に探究する姿が単位時間
の学習過程のどの場面で生まれるのか、その際の指
導者の指導の構えや指導の在り方を明確にすること
が大切であるといえる。
探究の過程は、学習者の主体的な学びにつながる
重要な過程である。たとえ目の前の問題が変わろう
と、予想・仮説を立てて、観察、実験から得られた
事実から推論考察するといった汎用性のある論理的
思考を身に着けていけることが重要である。
本研究では、中学校理科「動物の体のつくりと働
き」の単元に絞って研究してきたが、他の単元での
状況や、他教科の関連などに研究を進めつつ、理科
の概念獲得や教育効果との関連をさらに調査し、よ
り有効な理科指導の在り方を探求することが大切で
ある。今後さらに、子どもの科学的に探究する資
質・能力を高めるためのより良い探究の過程を明ら
かにしていくためには、本研究は発展の可能性があ
ると思われる。
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